
自
社
船
隊
と
貿
易
事
業
拡
大

　

近
海
小
型
船
の
東
洋
海
運
通
商
　

日
中
間
輸
送
で
顧
客
ニ

ズ
対
応

ワ
イ
エ
ス
シ

・
エ
ク
ス
プ
レ
ス

き

う
横
浜
本
社
移
転

新
規
事
業
で
カ
フ

開
業

Ｌ
Ａ
／
Ｌ
Ｂ
港
の
１
月

平
均
３
日
前
後
の
滞
在
時
間
増
加

西
岸
混
雑
の
影
響
で
海事センター

高
速
道
路
開
通

ア
ク
セ
ス
向
上

南
星
週
２
便
化
ア
ピ

ル

釧路港セミナー

日本郵船

“各人が考え・行動”を再確認
冬季安全キャンペーン

南
米
３
国
で
代
理
店
契
約
締
結

ウ
ル
ト
ラ
マ

グ
ル

プ
と

ＵＡＳＣ

大
阪
港年

は

万


２
年
ぶ
り
前
年
割
れ

ひ
び
き
航
路

自
社
船
で
開
始

南
星
海
運

来
月
冷
蔵
倉
庫
見
学
と

大
阪
港
観
光
船
乗
船
会

近
畿
運
輸
局

　　　　　海　　　運　　　　　

������������������������� 実
入

空

12月 14年通年
実 績 前年同月比 実 績 前年同期比

計
輸出
輸入

計
輸出
輸入

計
輸出
輸入

合
計

 179,677 90 2,172,153 99
 82,870 91 987,182 100
 96,807 90 1,184,971 98

 128,889 92 1,547,572 99
 35,003 102 389,242 105
 93,886 89 1,158,331 97

 50,788 87 624,581 99
 47,867 84 597,940 98
 2,921 162 26,640 117

（最速報値）

（３） （第三種郵便物認可）２０１５年２月２３日（月曜日）

　
ア
ジ
ア
近
海
航
路
の
小
型
在
来
船
分
野
で
船
舶
代
理
店

ブ
ロ

カ


海
運
業
を
手
掛
け
る
東
洋
海
運
通
商
︵
東
京
都
中

央
区

李
越
社
長

写
真
︶
は

自
社
船
隊
に
よ
る
海
運
業
を
強
化
し
て
い
る

２
年
前
か
ら
１
万
重
量

級
の
運
航
を
開
始

し

配
船
エ
リ
ア
を
従
来
の
日
本

中
国

韓
国
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
拡
大
し
た

鉄
ス
ク
ラ

プ
や
プ
ラ
ス
チ

ク
原
料

な
ど
の
貿
易
事
業
も
拡
大
す
る
考
え
で

ブ
ロ

カ

業

海
運
業
と
シ
ナ
ジ

を
出
し
て
い
く
考
え
だ


　
李
社
長
は
中
国
の
大
学
を
卒

業
後

国
費
留
学
で
東
京
大
学

大
学
院

東
京
商
船
大
学
︵
現

・
東
京
海
洋
大
学
︶
大
学
院
で

機
械
工
学
を
学
び

医
療
機
器

関
連
企
業
を
経
て
１
９
９
７
年

に
東
洋
海
運
通
商
を
設
立

日

本
に
寄
港
す
る
中
国
船
の
船
舶

代
理
店
業
か
ら
ス
タ

ト
し

た

そ
の
後

近
海
小
型
船
の

ブ
ロ

カ

業
も
開
始
し

日

本
荷
主
と
海
外
船
社
の
貨
物
仲

介
や
日
本
の
中
古
船
の
海
外
へ

の
売
船
仲
介
な
ど
を
手
掛
け


現
在
は
同
事
業
が
売
り
上
げ
の

半
分
を
占
め
て
い
る

社
員
数

は
現
在

人
で

日
本
と
中
国

人
が
半
々

韓
国
語
が
話
せ
る

中
国
人
社
員
も
数
人
い
る

上

海
と
青
島
に
事
務
所
を
置
い
て

い
る


　
船
舶
代
理
店
業
で
は
中
国
船

を
中
心
に
韓
国
船

ロ
シ
ア
船

な
ど
に
サ

ビ
ス
を
提
供

一

時
は
取
引
船
社
が
１
０
０
社
を

超
え
て
い
た
が

数
年
前
か
ら

取
引
先
の
選
別
を
進
め
た
こ
と

で
同
事
業
は
縮
小
傾
向
と
い
う


　
２
０
０
３
年
に
初
の
自
社
保

有
船
﹁
Ｈ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｋ
ｏ
﹂

︵
２
１
２
６
重
量

︶
を
購
入

し
海
運
業
に
進
出


年
に
は

初
の
新
造
船﹁
Ｔ
ｏ
ｙ
ａ
ｋ
ｏ
﹂

︵
３
３
０
０
重
量

︶
を
中
国

造
船
所
で
建
造
し
た

自
社
船

は
現
在

隻

船
型
は
３
０
０

０
重
量

級
が
中
心
で

１
万

重
量

級
も
３
隻
あ
る

う
ち

８
隻
は
中
国
の
パ

ト
ナ

２

社
と
共
有
し

船
舶
管
理
は
１

０
０
％
自
社
保
有
船
を
含
め
て

全
て
中
国
の
パ

ト
ナ

２
社

に
委
託
し
て
い
る


　
主
な
輸
送
貨
物
は
日
本
出
し

中
国
向
け
の
鉄
・
同
ス
ク
ラ


プ

鋼
材

韓
国
向
け
鉄
ス
ク

ラ

プ

造
船
所
用
厚
板

舶

用
機
械
な
ど

中
国
出
し
の
復

航
で
は
飼
料
用
穀
物

コ

ク

ス

肥
料

融
雪
材
な
ど
を
輸

送
し
て
い
る

９
割
が
ス
ポ


ト
契
約
で

邦
船
社
へ
の
定
期

貸
船
も
行
う


　
こ
れ
ま
で
は
配
船
エ
リ
ア
を

日
本

中
国

韓
国
に
絞

て

き
た
が

１
万
重
量

級
の
就

航
を
期
に
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
運

航
水
域
を
拡
大

邦
船
社
へ
の

定
期
貸
船
を
含
む
日
本
出
し
東

南
ア
ジ
ア
向
け
鋼
材
輸
送
や


東
南
ア
ジ
ア
積
み
日
本
向
け
の

砂
糖
輸
送
な
ど
手
掛
け
る

イ

ン
ド
向
け
に
配
船
し
た
実
績
も

あ
る
と
い
う


　
中
国
向
け
の
ス
ク
ラ

プ

は

リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
集
積

地
で
あ
る
台
州
︵
浙
江
省
︶
で

政
府
が
事
業
者
の
工
業
団
地
へ

の
集
約
を
進
め
て
い
る
こ
と

や

金
属
マ

ケ

ト
の
低
迷

を
受
け
て
減
少
し
て
お
り

中

国
出
し
の
貨
物
も
内
需
の
増
加

で
減
少
基
調

た
だ

﹁
近
海

小
型
船
は
日
本
の
中
古
の
内
航

船
を
外
航
用
に
改
造
し
た
も
の

が
多
く

日
本
の
内
航
船
の
逼

迫
で
中
古
船
が
出
て
こ
な
く
な


た
﹂
︵
李
社
長
︶
こ
と
か
ら

船
腹
需
給
は
悪
化
し
て
い
な
い

と
い
う


　
今
後
の
船
隊
整
備
に
つ
い
て

は

引
き
続
き
日
本
の
中
古
船

と
中
国
の
新
造
船
を
軸
に
行


て
い
く
方
針
で
﹁
特
に
３
０
０

０
重
量

前
後
を
自
社
船
と
し

て
増
や
し

チ

ン
ス
が
あ
れ

ば
１
万

も
さ
ら
に
増
や
し
て

い
き
た
い
﹂︵
同
︶と
し
て
い
る


　
日
本
海
事
セ
ン
タ

は
Ｉ
Ｈ

Ｓ
の
デ

タ
を
活
用
し

今
年

１
月
の
北
米
西
岸
の
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
︵
Ｌ
Ａ
︶
港
と
ロ
ン
グ
ビ


チ
︵
Ｌ
Ｂ
︶
港
の
滞
船
状
況

を
ま
と
め
た

日
発
表
し
た


北
米
西
岸
港
湾
で
は
労
使
交
渉

の
影
響
を
受
け

昨
秋
か
ら
急

激
に
混
雑
が
悪
化
し
て
お
り


遅
延
が
深
刻
化
し
て
い
る

そ

の
結
果

両
港
で
の
滞
在
時
間

が
前
年
同
月
と
比
べ

平
均
で

３
日
前
後
増
え
て
い
る
よ
う

だ


　
Ｌ
Ａ
港
で
は
昨
年

月
の
入

港
隻
数
が
１
１
５
隻
だ

た
も

の
が

今
年
１
月
は

隻
と


隻
減
少
し
て
い
る

前
年
同
月

と
の
比
較
で
は

隻
減
少
し
て

い
る

入
港
か
ら
出
港
ま
で
の

港
湾
内
所
要
平
均
時
間
は

月

の

時
間
︵
３
・
８
日
︶
か
ら

１
３
０
時
間
︵
５
・
４
日
︶
と


時
間
︵
１
・
６
日
︶
増
加
し

て
い
る

前
年
同
月
と
の
比
較

で
は


時
間
︵
３
・
５
日
︶

の
増
加
と
な

て
い
る

滞
在

時
間
が
最
長
に
な

た
の
は


コ
ス
コ
・
コ
ン
テ
ナ
ラ
イ
ン
ズ

の
１
万
３
０
９
２
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
船

﹁
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
　
Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ

ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
﹂
で
３
７
１
時

間
︵

・
５
日
︶


　
Ｌ
Ｂ
港
の
入
港
隻
数
は
昨
年


月
の

隻
か
ら

隻
と

隻

の
マ
イ
ナ
ス

前
年
同
月
と
の

比
較
で
は
８
隻
の
減
少
と
な


て
い
る

港
内
所
要
平
均
時
間

は

月
の

時
間︵
３
・

日
︶

か
ら
１
２
６
時
間︵
５
・

日
︶

と

時
間︵
１
・
５
日
︶増
加


滞
在
時
間
が
最
長
に
な

た
の

は

Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
８
４
０
１
Ｔ
Ｅ

Ｕ
型
船
﹁
Ｍ
Ｓ
Ｃ
　
Ｒ
ａ
ｎ
ｉ

ａ
﹂
の
３
２
１
時
間
︵

・
４

日
︶


　
ま
た
同
デ

タ
に
は
南
北
航

路
な
ど
比
較
的
中
小
船
型
の
も

の
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら

海
事
セ
ン
タ

は
北
米
航

路
の
シ

ア
が
上
位
の
船
社
の

み
で
も
集
計

そ
の
結
果

港

内
で
の
平
均
所
要
時
間
は
Ｌ
Ａ

港
が
前
年
同
月
比
で

時
間

︵
４
日
︶
増
加
の
１
４
８
時
間

︵
６
・
２
日
︶

Ｌ
Ｂ
港
が


時
間
︵
４
日
︶
増
加
の
１
６
３

時
間︵
６
・
８
日
︶と
な

た


　
日
本
海
事
セ
ン
タ

は
１
月

の
ア
ジ
ア
発
米
国
向
け
の
統
計

を
発
表
し
て
い
な
い
が

米
国

の
ゼ
ポ
・
コ

ポ
レ

シ

ン

の
統
計
に
よ
る
と

ア
ジ
ア
主

要

カ
国
発
米
国
向
け
の
１
月

の
東
航
荷
動
き
は
前
年
同
月
比


％
減
の
１
０
１
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と

激
減
し
て
い
る

中
国
の
春
節

前
は
例
年

貨
物
の
積
み
増
し

が
行
わ
れ
る
が

大
幅
な
減
少

に
な

て
い
る
た
め

日
本
海

事
セ
ン
タ

は﹁
遅
延
に
よ
り


１
月
に
積
め
な
か

た
貨
物
が

２
月
に
持
ち
越
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
﹂
と
分
析
し
て
い
る


　
釧
路
市
な
ど
は

日

都
内

で
釧
路
港
利
用
拡
大
セ
ミ
ナ


を
開
催
し
た

同
港
の
概
要
や

整
備
計
画
な
ど
が
紹
介
さ
れ

た

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

た

蝦
名
大
也
釧
路
市
長

写
真


は
﹁
釧
路
港
は
東
北
海
道
に
お

け
る
貨
物
取
扱
量
の

％
を
占

め
て
い
る

２
０
１
１
年
度
に

穀
物
の
分
野
で
国
際
バ
ル
ク
戦

略
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
お
り


今
年
度
か
ら
国
際
物
流
タ

ミ

ナ
ル
の
整
備
に
着
工
し
た



年
度
に
完
成
予
定
だ

ま
た
高

速
道
路
の
整
備
も
進
ん
で
お

り

ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
改
善

す
る
﹂
と
話
し
た


　
セ
ミ
ナ

で
は

釧
路
商
工

会
議
所
の
栗
林
定
正
会
頭
と
国

土
交
通
省
北
海
道
局
港
政
課
の

深
海
正
彦
課
長
が
あ
い
さ
つ
し

た
後

釧
路
市
水
産
港
湾
空
港

部
港
湾
空
港
振
興
課
の
渡
部
港

吾
主
幹
が
同
港
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
し
た


　
渡
部
主
幹
は

北
海
道
横
断

自
動
車
道
が
今
年
３
月

日
に

釧
路
港
か
ら
約


西
部
の
位

置
に
あ
る
白
糠
町
Ｉ
Ｃ
ま
で
開

通
す
る
点
を
ア
ピ

ル
し
た


来
年
度
に
は
白
糠
か
ら
さ
ら
に



東
の
阿
寒
町
ま
で
延
伸

し

最
終
的
に
は
釧
路
港
背
後

ま
で
伸
び
る
予
定
だ

こ
れ
ま

で
は
十
勝
と
釧
路
間
の
輸
送
で

は

高
さ
３
・
８

を
超
え
る

特
殊
車
両
は
迂う

回
ル

ト
を
走

行
す
る
必
要
が
あ

た
が
﹁
時

間

距
離
的
に
短
縮
さ
れ

一

層
便
利
に
な
る
﹂︵
渡
部
主
幹
︶

　
こ
の
ほ
か

国
際
バ
ル
ク
戦

略
港
湾
と
し
て
の
取
り
組
み
と

し
て

将
来
的
に
水
深


の

大
水
深
バ

ス
を
整
備
す
る
計

画
を
説
明
し
た


　
そ
の
後

南
星
海
運
ジ

パ

ン
セ

ル
ス
チ

ム
の
今
泉
龍

也
課
長
代
理
が
同
社
の
サ

ビ

ス
に
つ
い
て
紹
介
し
た

同
社

は

年
に
釧
路
港
サ

ビ
ス
を

開
始
し
た
が

今
年
１
月
か
ら

は
週
２
便
に
増
便
し
た

﹁
上

海
寧
波
だ
け
で
な
く
青
島


新
港

大
連
ま
で
の
直
航
サ


ビ
ス
が
開
設
さ
れ
た
ほ
か

釜

山
ト
ラ
ン
シ

プ
で
東
南
ア
ジ

ア
向
け
に
も
対
応
で
き
る
﹂︵
今

泉
課
長
代
理
︶点
を
強
調
し
た


　
釧
路
港
の
物
流
環
境
に
つ
い

て

釧
路
商
工
会
議
所
運
輸
交

通
部
会
の
伊
関
義
和
部
会
長
が

講
演

﹁
ト
ラ

ク
運
転
手
不

足
に
よ
り

長
距
離
輸
送
が
困

難
に
な

た
こ
と
か
ら
今
後


北
海
道
と
本
州
の
物
流
は
海
路

中
心
と
な
る

そ
う
な

た
時

目
的
地
に
近
い
港
と
し
て
の
釧

路
港
の
存
在
感
が
高
ま
る
﹂
と

話
し
た


　
日
本
郵
船
は

日

２
カ
月
間
に
わ

た
り
冬
季
安
全
推
進
キ

ン
ペ

ン

﹁
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｌ
　
Ｏ
Ｎ
　
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
﹂

を
実
施
し
た
と
発
表
し
た

同
キ

ン

ペ

ン
は
冬
季
の
荒
天
に
起
因
す
る
事

故
な
ど
海
難
防
止
の
た
め
の
全
社
的
な

安
全
推
進
活
動
今
年
か
ら﹁Think,

 Act and Be Safe

﹂
を
新
た
な
テ


マ
に
掲
げ

安
全
運
航
達
成
に
つ
い
て

一
人
ひ
と
り
が
考
え

行
動
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
再
確
認
し
た


　
昨
年

月
１
日
か
ら
今
年

１
月
末
ま
で
実
施
し
た
キ


ン
ペ

ン
で

同
社
役
員
と

社
員
が
国
内
外
で
延
べ
３
６

８
人

２
３
３
隻
の
運
航
船

を
訪
れ
た

そ
こ
で

荒
天

事
故

衝
突
事
故

人
身
事
故
の
防
止

や

環
境
規
制
強
化
に
関
す
る
注
意
事

項

各
船
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
幅
広

く
意
見
交
換
を
実
施

海
陸
間
の
円
滑

な
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
と
相
互
理
解

が

安
全
運
航
を
達
成
す
る
上
で
大
切

な
要
素
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て

認
識
を
深
め
た
と
い
う


　
安
全
推
進
キ

ン
ペ

ン
は
２
０
０

４
年
か
ら
実
施
し
て
お
り

今
年
が


年
目

累
計
で
役
員
・
社
員
ら
３
４
６

８
人
が
２
１
７
５
隻
を
訪
船

し
た
同
社
は
引
き
続
き
安

全
を
最
大
の
使
命
と
し
て


海
陸
一
丸
と
な

た
安
全
推

進
活
動
を
強
化
す
る


大阪港の年と月の
外貿コンテナ取扱量

　
近
畿
運
輸
局
は

小
学
校
高

学
年
以
上
を
対
象
に
３
月

日

に
開
催
す
る
﹁
海
の
教
室
﹂
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
る

大

阪
府
冷
蔵
倉
庫
協
会

近
畿
海

事
広
報
協
会
と
実
施
す
る
も
の

で

昨
年

月
に
稼
働
し
た
ニ

チ
レ
イ
・
ロ
ジ
ス
テ

ク
ス
関

西
の
﹁
咲
洲
物
流
セ
ン
タ

﹂

を
見
学
後

大
阪
港
の
観
光
船

﹁
サ
ン
タ
マ
リ
ア
﹂
号
に
乗
船

し

大
阪
湾
を
見
学
す
る


　
参
加
費
は
無
料

定
員
は


人
︵
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選

申
し
込
み
締
め
切
り
３
月


日
︶

小
学
生
の
参
加
者
に

は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

問

い
合
わ
せ
先
は
近
畿
運
輸
局
交

通
環
境
部
物
流
課
︵
電
話



６
９
４
９

６
４
１
０
︶


　
中
東
船
社
Ｕ
Ａ
Ｓ
Ｃ
は
こ
の

ほ
ど

ブ
ラ
ジ
ル

ア
ル
ゼ
ン

チ
ン

ウ
ル
グ
ア
イ
の
南
米
３

カ
国
に
お
け
る
現
地
代
理
店
に

ウ
ル
ト
ラ
マ

︵
Ｕ
ｌ
ｔ
ｒ
ａ

ｍ
ａ
ｒ
︶
グ
ル

プ
を
起
用
す

る
と
発
表
し
た

南
米
で
代
理

店
業
務
に
強
み
の
あ
る
同
社
を

起
用
し

カ
ス
タ
マ

サ

ビ

ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
同
地

域
で
の
事
業
を
強
化
し
て
い

く


　
ウ
ル
ト
ラ
マ

は
現
在
南
米

を
基
盤
と
し
て


カ
国
で
代

理
店
事
業
や
物
流
サ

ビ
ス
を

展
開
し
て
い
る

Ｕ
Ａ
Ｓ
Ｃ
は

近
年

南
米
事
業
を
強
化
し
て

お
り

昨
年
に
は
南
北
航
路
に

強
み
を
持
つ
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
シ


ド
と
提
携
を
開
始

今
年
４

月
中
旬
か
ら
北
欧
州
・
地
中
海


南
米
東
岸
航
路
に

７
月
初

め
に
は
ア
ジ
ア

南
米
東
岸
航

路
に
参
入
す
る
予
定
だ

こ
れ

に
加
え

こ
の
ほ
ど
ダ
イ
キ
ン

工
業
に
リ

フ


コ
ン
テ
ナ

を
２
０
０
０
本
発
注
し
て
お

り

南
米
航
路
で
主
力
と
な
る

冷
凍
・
冷
蔵
貨
物
の
取
り
込
み

を
図
る
方
針
だ


　
ヨ
ル
ン
・
ヒ
ン
ゲ
社
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
は

﹁
ウ
ル
ト
ラ
マ

グ

ル

プ
を
起
用
す
る
こ
と
で


南
米
地
域
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

高
め
て
い
く
﹂
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る


　
南
星
海
運
︵
日
本
総
代
理
店


南
星
海
運
ジ

パ
ン
︶
は
来

月
か
ら

北
九
州
港
ひ
び
き
コ

ン
テ
ナ
タ

ミ
ナ
ル
︵
Ｃ
Ｔ
︶

発
着
サ

ビ
ス
を
開
始
す
る


南
星
海
運
ジ

パ
ン
が

日
発

表
し
た

同
社
に
と

て
初
と

な
る


　
同
社
の
九
州

釜
山
航
路
で

ひ
び
き
Ｃ
Ｔ
に
追
加
寄
港
す

る

運
航
船
は
７
０
６
Ｔ
Ｅ
Ｕ

型
船
﹁
Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
ｙ
　
Ｓ

ｔ
ａ
ｒ
﹂

新
た
な
寄
港
地
・

ロ

テ

シ

ン
は

釜
山
北

港
︵
水
︶

博
多
︵
木
︶

志

布
志
︵
金
︶

油
津
︵
土
︶


細
島
︵
土
︶

大
分
︵
日
︶


ひ
び
き
︵
日
︶

釜
山
新
港

︵
月
・
水
︶

釜
山
北
港

３

月
１
日
か
ら
新
体
制
に
切
り
替

わ
る


　
日
本
と
中
国
間
の
輸
送
を
主

力
と
す
る
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ

ワ
イ

エ
ス
シ

・
エ
ク
ス
プ
レ
ス

︵
本
社

横
浜
市

陳
勤
社
長


写
真
︶は
顧
客
ニ

ズ
に
合

わ
せ
た
サ

ビ
ス
を
展
開
し
て

い
く
方
針
だ

日
本
か
ら
中
国

へ
の
輸
出
は

複
雑
な
申
請
手

続
き
が
必
要
な
中
古
機
械
の
輸

送
を
強
み
と
し
て
お
り
近
年


実
績
を
積
み
重
ね
て
い
る

中

国
か
ら
の
輸
入
で
は
配
船
社
と

協
力
し

迅
速
な
通
関
と
配
送

を
組
み
合
わ
せ
た
ホ

ト
・
デ

リ
バ
リ

・
サ

ビ
ス
︵
Ｈ
Ｄ

Ｓ
︶を
提
供
Ｆ
Ｃ
Ｌ
だ
け
で
な

く

ア
パ
レ
ル
貨
物
を
中
心
に

混
載
貨
物
の
迅
速
な
輸
送
を
実

現
す
る
陳
社
長
は﹁
日
中
間
の

輸
送
に
精
通
し
て
お
り

混
載

の
Ｈ
Ｄ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
お
客

さ
ま
に
ベ
ス
ト
な
サ

ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
﹂と
し
て
い
る


　
同
社
は
１
９
９
８
年
に
設

立

約

人
の
陣
容
と
な

て

お
り

昨
年
の
売
上
高
は

億

円

海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
量
は

近
年

約
５
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
前
後
を

安
定
的
に
推
移
し
て
い
る

ま

た

海
上
貨
物
の
ほ
か

航
空

貨
物
の
代
理
店
業
務
も
担

て

お
り

﹁
海
・
空
両
方
の
ニ


ズ
に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
整
え

て
い
る
﹂
︵
陳
社
長
︶


　
陳
社
長
は
﹁
自
社
と
し
て
日

本
に
ハ

ド
を
持
つ
と
い
う
よ

り
は

日
本
の
各
港
お
よ
び
各

空
港
に
強
み
を
持
つ
企
業
と
提

携
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

生
か
し
た
ベ
ス
ト
な
サ

ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
﹂
と
話
す


　
同
社
が
特
に
強
み
を
持
つ
の

が

中
古
機
械
の
輸
出
だ

中

国
向
け
の
中
古
機
械
の
輸
出
は

申
請
手
続
き
が
複
雑
だ
が

同

社
は
中
国
検
験
認
証
︵
集
団
︶

︵
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
︶
が
実
施
す
る
船

積
み
前
検
査
の
代
行
実
施
か
ら

目
的
地
ま
で
の
仮
据
え
付
け
ま

で
一
貫
輸
送
サ

ビ
ス
を
提
供

す
る

﹁
ド
ラ
イ
コ
ン
テ
ナ
だ

け
で
な
く

オ

プ
ン
ト

プ

や
フ
ラ

ト
ラ

ク
コ
ン
テ
ナ

な
ど
の
特
殊
コ
ン
テ
ナ
で
輸
送

す
る
案
件
も
増
え
て
い
る
﹂

︵
李
西
冉
副
社
長
︶
よ
う
だ


　
輸
入
に
つ
い
て
は
日
本
の
主

要
港
で
混
載
の
Ｈ
Ｄ
Ｓ
を
提

供

上
海

青
島

新
港
か
ら

の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
に
つ
い
て
は

貨
物
到
着
日
当
日
の
引
き
渡
し

が
可
能
だ

主
に
ア
パ
レ
ル
関

係
の
利
用
が
多
い
と
い
う


　
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

陳

社
長
は
﹁
活
発
化
し
て
い
る
イ

ン
タ

ネ

ト
通
販
の
需
要
を

取
り
込
み
た
い

ニ

ズ
に
合

わ
せ
て
サ

ビ
ス
展
開
し
て
い

く
﹂
と
話
す


　
大
阪
市
港
湾
局
の
港
湾
統
計

︵
最
速
報
値
︶
に
よ
る
と

大

阪
港
の
２
０
１
４
年
の
外
貿
コ

ン
テ
ナ
取
扱
量
︵
空
コ
ン
テ
ナ

含
む
︶
は
前
年
比
１
％
減
の
２

１
７
万
２
１
５
３
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
な

り

２
年
ぶ
り
に
前
年
を
下
回


た


　
実
入
り
コ
ン
テ
ナ
は
輸
出
が

５
％
の
増
加

７

９
月
に
か

け
て
微
増
だ

た
こ
と
を
除
け

ば
年
間
を
通
じ
て
荷
動
き
は
堅

調
で

な
か
で
も
２

３
月
は

２
ケ
タ
増
だ

た

こ
れ
に
対

し
て

輸
入
は
３
％
減
と
２
年

ぶ
り
に
減
少
し
た

１
月

３

月
６
月
は
プ
ラ
ス
だ

た
が


４
月
以
降
の
荷
動
き
が
振
る
わ

ず

７
月
か
ら
は
６
カ
月
連
続

の
前
年
割
れ
と
な

た


　

年

月

単
月
の
取
扱

量
︵
空
コ
ン

テ
ナ
含
む
︶

は

前
年
同

月
比

％
減

の

万
９
６

７
７
Ｔ
Ｅ

Ｕ

う
ち
実

入
り
の
輸
出

は
２
％
増


輸
入
は

％

減
だ

た


　
ワ
イ
エ
ス
シ

・
エ
ク
ス
プ

レ
ス
は
横
浜
本
社
を
移
転
し



日
か
ら
新
事
務
所
で
業
務
を

開
始
す
る

ま
た
同
日
か
ら
新

規
事
業
の
一
環
と
し
て
事
務
所

ビ
ル
の
１
階
に

カ
フ

﹁
Ｙ

Ｓ
Ｃ
　
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
＆
Ｃ
ａ
ｆ

ｅ
﹂
を
オ

プ
ン
す
る

陳
社

長
は
﹁
日
本
と
世
界
の
人

モ

ノ

文
化
が
出
会
う
コ
ミ

ニ

ケ

シ

ン
の
場
に
し
て
い
き

た
い
﹂
と
し
て
い
る

新
事
務

所
の
連
絡
先
は
次
の
と
お
り


　
新
住
所

〒
２
２
０

０
０

２
１
　
横
浜
市
西
区
桜
木
町
４




１
　
Ｙ
Ｓ
Ｃ
横
浜
ビ
ル

２
階
▽
電
話
０
４
５

９
０
０


２
９
８
８︵
代
表
・
輸
入
︶

０
４
５

９
０
０

２
１
８
８

︵
輸
出
・
総
務
︶
▽
フ

ク
ス

０
４
５

９
０
０

２
９
９
９

︵
代
表
・
輸
入
︶

０
４
５


９
０
０

２
９
１
８
︵
輸
出
・

総
務
︶


